コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	

	
				
					
					
	
	目次

	サイドバーに移動
	非表示




		
			
				ページ先頭

			
		
	
		
			
			1第一章

		
		
		

	





					

		
			

		

		
			
				
					
						

	
	

目次の表示・非表示を切り替え
	
	


							
			

		
	




					
					Page:Wagasyu Iisusu Harisutosu Sin yaku01.pdf/239

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページはまだ校正されていません





第一章

一太初（はじめ）に
言（ことば）
有（あ）り、
言（ことば）は
神（かみ）と
共（とも）に
在（あ）り、
言（ことば）は
即（すなはち）
神（かみ）なり。
二
是（こ）の
言（ことば）は
太初（はじめ）に
神（かみ）と
共（とも）に
在（あ）り。
三
萬物（ばんぶつ）は
彼（かれ）に
由（よ）りて
造（つく）られたり、
凡（およ）そ
造（つく）られたる
者（もの）には、
一（いつ）も
彼（かれ）に
由（よ）らずして
造（つく）られしは
無（な）し。
四
彼（かれ）の
中（うち）に
生命（いのち）
有（あ）り、
生命（いのち）は
人（ひと）の
光（ひかり）なり。
五
光（ひかり）は
暗（くらやみ）に
照（て）り、
暗（くらやみ）は
之（これ）を
蔽（おほ）はざりき。
六
神（かみ）より
遣（つかは）されし
人（ひと）あり、
其名（そのな）はイオアンなり。
七
彼（かれ）は
證（しょう）の
爲（ため）に
來（きた）れり、
光（ひかり）の
事（こと）を
證（しょう）し、
衆人（しゅうじん）をして
彼（かれ）に
因（よ）りて
信（しん）ぜしめん
爲（ため）なり。
八
彼（かれ）は
光（ひかり）に
非（あら）ず、
乃（すなはち）
光（ひかり）の
事（こと）を
證（しょう）せん
爲（ため）に
遣（つかは）されたり。
九
眞（まこと）の
光（ひかり）あり、
凡（およ）そ
世（よ）に
來（きた）る
人（ひと）を
照（てら）す
者（もの）なり。
一〇
彼（かれ）
嘗（かつ）て
世（よ）に
在（あ）り、
世（よ）は
彼（かれ）に
由（よ）りて
造（つく）られたり、
而（しかう）して
世（よ）は
彼（かれ）を
知（し）らざりき。
一一
己（おのれ）に
屬（ぞく）する
者（もの）に
來（きた）れり、
而（しかう）して
己（おのれ）に
屬（ぞく）する
者（もの）は
彼（かれ）を
受（う）けざりき。
一二
彼（かれ）を
受（う）け、
其名（そのな）を
信（しん）ずる
者（もの）には、
彼（かれ）
神（かみ）の
子（こ）と
爲（な）る
權（けん）を
賜（たま）へり。
一三
是（こ）れ
血氣（けつき）に
由（よ）るに
非（あら）ず、
情欲（じやうよく）に
由（よ）るに
非（あら）ず、
人欲（じんよく）に
由（よ）るに
非（あら）ず、
乃（すなはち）
神（かみ）に
由（よ）りて
生（うま）れし
者（もの）なり。
一四
言（ことば）は
肉體（にくたい）と
成（な）りて、
我等（われら）の
中（うち）に
居（を）りたり、
恩寵（おんちょう）と
眞實（しんじつ）とに
滿（み）てられたり。
我等（われら）
彼（かれ）の
光榮（くわうえい）を
見（み）たり、
父（ちゝ）の
獨生子（どくせいし）の
如（ごと）き
光榮（くわうえい）なり。
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